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人種差別政策の経済・社会的影響

I」.N.Economic Commission for Africa, Economic and Social Consequences 

。ifRacial Discriminatory Practices, E/CN 14/132, January. 1962, viii+216p. 

まえがき

今年の9月171:IよりVIjかれた第18回眠述総会において
も，例年のごとく重痰な謡題の一つとして人種弟別1it題

がとりあげられた。今日，人稲差jJIj政策は南アフリカ共

和国，南ローデシア：•こおいてもっとも強桔ltこ行なわれて

いる。これらの国に対し， A• A~附目が主に人稲平等の

視点から，政治上・経済上のボイコットを行なうことに

よって反省をうながしているが，かれらにとってはそれ

は国内の問題であって，他国にT-渉される理Ihはないと

して交渉に応じない態貶をとっている。このような時点

に立って，国述のアフリカ経梢委員会が，人種差別政策

を行なっている国々に対L,その政策が同J)、Jにおいてい

かなる経済上・社会上の影9限を及ぼしているかを岡究し
たことは慈義あることである。ただ，国述という立楊が＞

どちらにも加担しない中立主義であるため，あく 1．で．

事実を述ぺるということに終始し，政策的なことにまで

言及しないのはやむをえないが，今後，これを底礎とし

て討議がなされるとするならば，やはり一つの大きな収

穫であると思う。

本報告の内容は以下の椛成による。その順J・i；に従って

板要を紹介したい。

第1添序 論

第2窪人口と経済活動

第3邸土地と股業

第4章都市化

第5常 労i9れと産業上における人種差別

第6穿教育と戦菜指羽

第7窃国民所得の陀分と硝加

第8穿結 論

第 1究序 論

本報告はアフリカ経済委員会 (E.C.A.)の第3回26の

決議1こ茄づき，委員会の担当範罪1'~ における，あらゆる
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地域の均衡のとれた経済発展のため，利用可能なあらゆ

るft源をいかすために．人種差別政策がどのような社会

・経桁(lり 1彪9限を—’j•えるかという観点にたってなされた。

したがって地域とじCtま，砒中部南アフ 1； ゾ）の7ヵ

屈1--,~i アフリカ＇ ローデシア・ニアサランド述邦，ヶ

ニャ，タンガニーカ，ウガング，ァンゴラ，モザンピー

クに限られる。そして，以上の匡l々を通じて以下の四つ

の「hiにスボットがあてられる。

l. 人糸揺窃ll政依

2. 経済・社会的影愕

3. 利用可能な狩尚iの動員

4. 均衡のとれた経済発展

1. まず．「人種彰）lj」についてUNESCOやILOでの

定義として「人種）火）I平の色9こ1柘づいてなされる差jJll・・・

•••それは機会や待遇の平等さをなくす効果をもつ・・・・・・ J

をとりあ訊これらの地域における人種を，ョーロッパ

人．アフリカ人，アジア人，混l(ll人（カラード）の四つ

に分類し．外国人 (forciJ,:ners)と原住民 (natives)とい

う分け方をここではしていない。

人種差別の起源としては以下の四つのファクターが考

えられよう。

(l) 支配附級の1i・統のため。
(2) 強者から弱者を保設するため。

{3) =つ以上の屎なった文化（言語）などをそのまま

依存するため。

(4) 二つ以上の宗教をそのまま保存するため。

2. 経済，社会的影舟祁について教育，屈用，土地，住

宅に関する人種差別は，稼勁労働や労拗効率に影評する

社会的な効果をもつ。しかしまた，人稲差別は，土地

や労傲賓源の十分な利用についてもi{（接に経済的影密を

もつ。さらに，土地の無所有，失架は社会悪や政治的反

抗を粘起する。要するに，社会的影膀と経済的影愕は相

和こt幾迎するものであって，どちらか一方を切り離して

考えられるものではない。ただし．ここでは，人種差別

を人権問題として扱うのではなく， 「均衡のとれた経済

発展」への影特を中心に考えていくことにする。
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3. 狩源の11JJiについては，人的府源のみならず，生
i登のあらゆる要索ー・ •土地，労励， rt本についても考え

る。

4. •J勾衡のとれた経済発展では，「均衡J ?)稔味とし

て，経済の部'1問だけでなく，人種l用の均衡を巧・える。

すなわち，経滸発展の過程で．あらゆる人種といるいろ

な産菜部1111が十分かつilt極的に参加できるような状態を

労える l,l

第21や 人1-1と経済活動

これら(/)|• .1!1 々の経祈構造の特徴としては，•まず， 1椒

合社会」 「多人種社会」であることがあげられる（第 1

表参照）。
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第2に人稲別に，都市・地）j人「．Iの構成をみると，コ

-uッバ人，アジア人は主として都市に， アフリカ人は

地方に住んでいる（第2表参照）。

このような人口分布は，その国の経済梢池や経済発展

の租疫に密接に関述する。したがってここで取り上げら

れた国々の経済発展の程度も災なる。たとえば．困民 1

人当たりの所得を示せば第3表のようになる。

7

3

7

3

0

0

8

2

3

7

]

9

4

6

9

1

0

0

8

2

 

••.•• 

の

．

．

．

．

 

ぽ
進

6
2
3
7
6
0

涸
ー
雷
塁
醤
悶
1
3
9
6

紅
囮
訟
畑
即
切
’

)

S

 

+
＋
＋
＋
+
＋
悶

0

0

0

0

人

i

4
5
 

c
oー
一
で
心
5
5
5
3
7
3
7
2
8
屯
Q
7
3
2
8
-
—
素腐

竺
叫
＇
慮
し
啜
唱
塁
儡
悶
如
岬
噛
~
6
祖
’

0
0
1
7
8
2
1
9
8
2
9
7
2
9
7
0
5
9
4
0
9
-

．． 

9
0
 

。

竺フ人
-

2

7

1

0

0

1

1

9

(

J

ー
ア
カ
＿
｝
｝
｀
~

．． 
叶
J
l
_
2
8
1
1
9
3
7
6
1
4
1

剖
刊

~
1
9
7
3
6
4
n

冽

i
j
·

•••.•••••••••••• 

-

．
 

0

9

8

1

8

1

7

2

5

4

2

7

9

0

1

8

1

8

.

 

•I-.‘. 
・

じ

ー

・

181|じー，

f
6
1
3
1
7
1
2
岱

固

H
り
t
1
4
仇

7ー
2ー

0

0

0

0

3

7

9

1

9

1

3

7

0

3

7

0

0

 

邪
一
• .
|
 

．

．

．

．

．

．

．

 

0

3

6

0

7

2

1

9

 

9

9

.

 

1

-

.、-．
j
i
-
4
4
5
6

皿

0

批

曲

益

．
9

（

ソ

i

^

n

l

l

ヽ
—

|
‘
1
J
\

ー

|
J

＇̀

I
I
 

57595550~ 

，
 

炉

-

P

l

6

0

5

6

ー

吋

5
6
1
5
6
4
8

グ
一

4

1

9

1

9

1

9

1

9

1

9

1

9

1

9

1

9

1

1

9

盈
方
―
一
靡
方
ア
畔
房
悶
バ
岬
5

贔
竺
認
贔
虹
贔
竺
悶

種
一

都
地
・
連
棉
地
ツ

人
i

別

"' 

ア

ド

・

・

。

．

ソ

ゴ

．

．

．

プ

テ

ラ

ー

ー

ヒ

表

．

フ

ッ

ン

．

ニ

2

一

ー

サ

ガ

．

ソ

"

デ

ラ

カ

ン

．

第
i

ー

ア

ー

サ

ロ

ロ

ア

ン

サ

u-I
I
V
i

ロ

ア

州

I
t
-ー
ケ

ク

ウ

ア

モ

•. 

（注） アジア人。 (1)バキスクン人を含む。 (2)2652人
の移動労拗者も介む。

(！l.I所） itiアフリカーMonthlyB111/etin of Stalls・
tics, July, 1961. 

いーデシア•.::.アサラソド述·}1;-Census of Pop1ヽー
lati09l, 195(i. 

ケニャーQuarterlyDigest of Colonial Statistics, 
Januury, 1960. The East African Statistical 

Department Economic and Statistical Bulletin, 
Decernl氾r,1960. 

クソガニーカーT(lnganyikaReport for the Year 
1958. 

ウガソダーCenSItS1959No9t•Apica91 Po炒 laii09l.
Uganda African Census 19S9 Trib(1l Analysis. 

アソゴラー •Anuario Estatistico, Ano XXIV, 
1958. 

モザソビークー／'lecenseamentoGeral da Popル
lacao, 1950. 

以下， f簡単1こ各匡の経済枡造を販観する。

南アフリカ—発逹した採絋工業（金，ウラニウム，

ダイヤモンド），力IIt痰造業（食品，その他の軽工菜），

硲庇り）飢品性をもった牧吝業（羊毛）をイiするが，アフ

リカ人の多くが従事する農業は非常に遅れている。

ローデシア・ニアサランド連邦— 3 地域がおのおの

69 
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第3表 1人当たりの固民所得 (1959年）
- ---

国別 1人当たり所得
（ポソド） （1) 

”- ~ --

南 アフリカ 1 1 6 
ローデシア・ニアサラソド述邦 54 
ヶニャ (2) 3 3 
クンガニーカ <2) I 2 o 
ウガ．ソグ (2) 、 2 3 

（注） （l）すべてスクーリソグ・ボンド。 (2)1人あた

り要素衣用での国内総生蛮。
(Ill所） Uganda Go泣 nmcnt Statistical Offi~e, 
Yea,・ Book of National Acozmts Statistics, 1960. 

第4表 1959年並菜部門jJIJ諏 J総生迎(%)
＼ ー ローデ•一•--．．．．•一•~:••― l. ．．．

‘ヽ、国 1 南アフシア・ ク・,;I:Iiウガ

i『9L]/［]>((::4ii-5>1: -i 
部 ｀` • `̀ JJI‘ ニア→tケニャ
l"l ` ̀ ・.、 リカ（1) ラソト ニーカソダ

退：書＼豆［互嘔；i峯］［紐手l玉；；；1：； ; ; 
13. 合五．「盃．す］―五。~o― --li関．0(l3玉．i―-|100.0

〗［［［言〗〗
＇ヤ＿＿＿ ＿ ＿ £― 
SA£ と14.単位 10 0万 叩 513.8' ⑬ 177.s2. 027 215. 3 150. 4 15.非貨弊経済部門

(a) 単位100万 £ 85.l臨．1(lり 11.｛ £41.0 
(b) 全GDPに
対する％

16.51 24.2 I 40.2 127,3 

（出所） U. N. Yearbook of National Acco1ヽ99tsSla-

tistics, 1960, 1961, National Accounts of the 

Fedグationof Rhodesia and Nyasalat1d, 1954• 
1959. 

Ugancla Covernrnent of Statistical Office, op. cit. 
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り泌tよった発展段階にあり，ニアサランドは，屈業（茶，

綿．クパコ）が主体であり，北ローデシアは銅鉱棠が中

心であり， Ifjローデシアはヨーロッバ人設棠と鉱工業が

発逹している。

ケニャー一一戯棠が中心uそれもヨーロッバ人iこよるプ

ランテーションで主要煤産物が．コーヒー，サイザル淋，

茶，甘甑，クパコ，除虫菊である。

クンガニーカ—ケニ・ヤと同じく j!-f人のブランテーシ

ョンにより，サイザル廓を栽培し，主要帷1出総額(I)、1分

(}） 1を占めている。

ウガンダ—一主要此産物はコーヒーと綿花。

アンゴラー盛業が中心で，コーヒー，サイザ）り淋，

砂納キピが主要農庶物。

モザンピークー一主成農t烈物は砂耕キピ．サイザル琳，

綿花。

このうち， 5 カ Ii~(}）臨菜部t'Wil国li、」総生餃を示せばiiij

記のようになる。

つぎにヨー 1.1ッバ人，アフリカ人が従・,JI：する倣菜部1"l
についてみると，約5, 6幽・こ示す通りである。

これによると， ヨーロッバ人の多くはサービス，製造

加工業，甜業に従事し，アフリカ人は土に第 1次座深・c
榊いていることがわかる。したがって， 1ILj名の貨金比＊

は南アフリカの鉱業で15:1，民l均企哭で5.5:1, u-

デシア・ニアサランド述邦では15.5:1, ウガングでは

18: 1というrmさをみせている（第7表参照）。
以上， 7カ国tこ関して述ぺてきたが，以下の箪では紙数

の祁合上，主に南アフリブ」を中心に屈ていきたいと息う。

第31if 土地と農業

1. 土地の化分

南アフリカにおける土地立法，．政染の基木OOUlllは人植

差別であり，それは白人支配と結びついている。

1913年の原住民土地法(NativesLand Act No.、めに

より，アプリカ人とJ|：アフリカ人の土地は分離され，、を

の結果，原住民の土地は南アソリカ全士の9%，約1000

万モルヘン (1mori::tcn=2.12acrc)に限定された。 1936年

のr虻E法—一原住民信託＋．地法 {Native Trust and Land 

Act No. 18)によって， さらに約700万モルヘンを加え

13％に拡大されることになった（第8表参照）。

この法律によって原住民の土地は増加したけれども，

実際は南アフリカ全人口の70％にあたる諏住民が，全曲

上のわずか13％の:I:地に押し込められるという不合理な

状態が起こった。
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第 5表 -l環鉛棠におけるヨし—・ロッパ人の比率(%)
l ..• .．-rJーデッテ ——•- ．． --・ • • • ••一·-I-― ... ------- 9 • • 9 -

iii: P| ｝}ll ：南アフリカl.：ふぶラ1漿:;: | ~）且『； ；訂：1ケニャ ：こ；：・ウガソク・1竺．竺；

I 

l 五5-i9_ I ...-i!5(.5 ，一〗年7-1956 ! i羞 [―_1?48ーー！ー・一□呵I玉；＿［三
14.0 ! 伐染，林渫，懃棠 0.4 ! 9.8 i 4.2 I 11.9 I 8.(1 I 15.o : 1.1 I 6.4 

鉱染 5.8 8. 9 I -1. o I 23. 3 I o. 3 I o. 9 I 5. 7 I 3. 3 I o. 5 
加：1: 製始深! 18. 6 13.（） 14.8 1 8.7 9.2 12.9 3.8 5.0 7.2 
牡；没I 6.812. l ll.（i ! 13.5 9.7 : 3.4 2.9 3.3 4.8 
iじ気，ガス， J)'(. 逍 0.7 1.3 1.5 ! O.7 | 1.3 | … O.7 I 0.7 I 1.3 ! 1.5 l 0.7 I 1.3 I... I 0.7 I 3.31 
il'li 棠； 18.2 ! 22.9 ．公5.2J 17.5 1 16.8 I 20.9 j 8.G(2JI 11.7 j 14.0 
麟， コミ.....ニケーシ !.f ン 11.5 | 9.8 10.（） f)．0 8.3 4.3 5.7 1.7 | 14.2 
サーピス 20.8 ; 23. li I 23. l I 23.1 I 42. 6 I 49. 0 (1)1 5'1. 7 I 6G. G [ 17. 3 
失染． 2．8 ! -

j • •• ． • - -- ---•一ー一三•: . .. ---- ．．―. ．＿2竺• I . 3_•••4 | 35 . 6 

介 ，II・ ! 100.0 I 100.0 !_!？り］）」•一・砂°..o ] 100.9]--1門竺」--100.！）--I IOO.o—•J 100.0 

(i.1;) （ 1)一般＇！I:知）サーピッヽ，公）tサーピスは・1)-~ ピス部1111 に含まれる。 (2)餌l砥小光，銀行，保険会社は 11彫業に

含まれる。

(！li所） IYiアブリカー・MouthlyBlヽllctinof Statistics, July, 1960. 
ローデシア・ニアサラン噂.}¥¥-Censusof Population, 195fi. 

ケニャー1{cporion ccnsus oI Notl•NatiIJC Employccs, 1948, 
ウガソダーUgand(lCc1lSlヽs1956", N01t-Af1'ican Population. 

クンガニ•- :J）-Tanganyik（ヽReportfor the Year 1958. 

モザンピークーRcccnse099tC9tloGcrnl da PojJulacao, 19玖l.

第 6表 主要1ti紀化におけるアフリカ人の比半 （％） 
. ---- ・-. .....ー・—·--． ・ー・ー・・・ -- -

ローデシア l i炉ー
・ニアサラ 1 デ・ンア |嬰;:;:! :アサラ クンガ ウガンダ
ソド述邦(1)' (1) i (1) ＇ンド (1) ニーカ
-----• -.．． I • -— -.．...! l. 9.. 5.ー・一＿＿ 

必梁，林深， t．（し茅5 32 | 
1 9 5 6 . l ? ？ t.．．： -•一！．！竺．． l_．l[五―-I／ービ竺ー：・ 195 9 
34.4 I 40.7 : 15.4 I: 41.8 ! 56.0 I 

鉱業・| 21 i 
製追加：r. 棠 I 19 

9.5| t)．914.3  0.3 2.4 
12.3 
| 

述 成！ヽII 悶i,．5 此：｝ i ｝i:i| i:［ 
ガス， lk i丘・ 1 : o.9 1 o.~1 1 1.1 ; o.s 

深 I ・・・ ： 5．4 4.9 5.5 6'．8 !i:f 4.4 
コミュニケーツョ.ノ | 5 i 2.~ ! 2.2 ! 3.(）,  
ピス．1

l 2.5 2.2(2)9 4.3 
18 | 21.7 ! 19.6 ；立（） 21.4 ぉ．6（3)1 39.3 

--....... ・・-- •—....一

合 ~,- -・ 1... 100．り．」 1？0.o ! 100.0i 逆゚ I_ 100.0 _I __ 100.0 l 100.0 
(ti:) (1)地方の設某に従事しているアッリカ人や失架しているアフリカ人を除く。 (2)東アフリカ鉄道を除く。 (3)
domestic 1;crvantsを除く。

(Ill所） 南アブリカーUnionStatistics /01・ Fifty Years, J.t/10-1960, Monthly B叫／ctinof Statistics, Sept., 1%1. 
ローデシア・ニアサジンド述・}l-Ce9lSlヽsof Population, 19祁．

クンガニーカーCommerceand Industry in Tanganyika, Dar-ei:;-Salaam, p. 43. 

ウガソダー1960Statistical Abstract. 
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2. 土地の人l1圧力から郁市への移動

llt濱iにみたような土地の不平等な配分の結染．アフリ

カ人は狭い地城にとじこめられ，そのことによって，経

済・社会的に稲々の問題を生じた。

南アフリカでは人口密］虻が， Jドアフリカ人が 1平方マ

イルにつき24であるのに対し，アフリカ人は63である。

1936年(})杉正法は原住民に対し700万モルヘンの＿ート地を

附加したが，原住民経済委員会 (NativeEconomic Com-

mission)の調在するとこるによると';,とのほとんどが，

盛業に近さない土地であると報告している。したがって

農村の過剰人r..Iは一時（lりに都市に移動し，生計を補うと

いう現象を生起する。すなわら， リザープ（原住民指定
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第7表平均貨金および所得

(ili位：スクーリ・ノグ・ボンド）
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（注）（1）井l:！人。

（出所） 南アフリカー珈ionSlatisticsfor Fifly 

Y四 rs1910-1960, Pretoria, 1960, G-4, G-6, G-?.0. 

ローデツア・ニアサラソド述邦—Economic Report 

1961, p. 27. Census of Pop1'lalion, 1956. 

クンガニーカーMinistryof commerce acd Indust-

ry, Commerce and Indtヽstryin Tt.』9tga9tiyka,
Dar·Cs•Salaam p. -43.-・ •一..,．ー・·

ウガソダーTI↓aGeographical Income of Uganda, 

1957. 
EASD Uganda Unit, Dec., 1958. 

Uganda Pmpecto,・ate,. 1960 SlaLii;ticitl Ab:;tract. 

第8表 ，tiアフリカの抵住民保布地

1913年法の結果，原住民に偲放された土地！
モルヘソ

10,729,433 

1936年修正法の結栄，
原住民に隊放された土地 6,'/89,5・14

上記の外側に殴得される割当地 1,903,831 

上記以外原住叉によって所有されいた土illi l88,660 
—· -．-- -•一

計 |19,6II,468
.~ • - ．` ー・ ＿ ＿ ＿ 

（出'jifr)Reportof the <;:ommissio,ヽforthe Socio-

Economic Development of the Bantie. 

地）化の男子の2分の 1~3分の2は一時的に白人地域

に移勁し，その結果， リザープ内では此棠生産性が低下

し，一方，都市では不熱錬労憐者の述統的な流入の結

果，（1）談栗指達の問風 (2)長期問匝用できない，（3）労f俯

カ移動が硲い，（4)一般的不安定，（5）労励の低生産性とい

う現象を生み，それは祁市における，病気，犯罪，光春

という社会的結果にもつながった。

第4章都市化

都市化一一都市の急速な発展，人口の地方から都市へ

の加速炭的な移勁，それによって引き起こされるいるい

るな問題iおけっしてアフリカだけに限られたものでは

ない。しかし，とくにブフリカでは，この数—I•年阻liC#'·

激に発股してきた都市が，ョーロッパ人， ii：飢人，アフ

72 

リカ人，アジア人という多人稲を包含し •Cいることであ

る。このことから，都市に流入した人々は1氾1分らの生祈

をそれに適合させようとする場合，人種グループの存在

によっていっそう困難な問題が生ずる(I)である。

こ•こで「都市化_;とは何かということを考え ·cみる必

要がある。もし「都市化」を1れに地方から都市への人口

移動と考えるならば， Ifiアフリカでは，移動不定住労鳩

者が郡市人口の大きな部分を占めるということから一つ

の困雉なI!！J題がおこる。すなわち，南アフリカでは，土

地分離政策の結果として，男子労鋤者は一方の足をリザ

ーブ内におさ，｝・「足を一時的に描市においているからで

ある。

そこで， IfIアフリカでは，原住民の都市化という4玲

「都市における完企な貨金）［Ii)11のJUII胆に準拠しては1）ヽ
られるのが：普通である。

さて，南アフリカの人l北部IIは，人口の、な激な卿J|［と

ともに，それが部市化しているという二つの面がある。

1936年から194.6年のlHltこ原住民都ili人口は114万から169

万IC.Jf/加したのに対し，原住民地力人口は，わずかその

8分の 1のi悧力llにすぎない， 1951年には，南アフリカ‘,）

原住民は，郁r|fに切．1%, リザープに42.6%，白人此拐

に24.3%,、その他に6%(/）‘lill合で配分され， f匹悶5OO)、
が都市に流入している。

：：ごCI佑iアフリカ共和国の政府によって出された人種

滋煉l寸．法の代表的なものを見てみよう。

(1) バス法 (PassLaws) 

いうまでもなく，アフリカ人労懺力をコーロッパ人に

確依するために，アフリカ人労偽者の移動やl紺・住を規制

したものである（バス法は195吟この原住民法に統一強化

された）。

(2〉 Di（住民（部市）統一•法 (Native (Urban Areas) 

Consolirlntcd Act of 1945) 

邪iliにおけるアフリカ人の移動や，恥用を脳l劇jしたも

の。アフリカ人は，指名地域 (proclaimedarea!i)に原住

民労拗力が過剰な場介，また，バス法に違反した楊介．

前科があったり，前の｝祗用者から謹明因を得ていない場

合，指名地城に住むことができない。さらに，この法律

は，アフリカ人が，リトアフリカ人から都市内で土地を買

い取ることを禁じた。

(3) 原住民修正法 (NativeLaws Amcnclmcnt Act of 

1952) 

この法fltによると，アフリカ人が，都市または指名J阻

域で，（a）生まれたかあるいは氷住している，（b）1人の屈
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用者のために蚊低10tl！雌暉いている，（C）地方当局によっ

ヽ•C指名された人の許可証を所持し•C_．いない場合． 72

時lHI以上，；とこにとと湘ることを栞じ •C いる。

(4) 集団別居法 (Group.t-¥rcasAct of 1%0)および集

f,JU)IJ屈・飩逍・-．法 (GroupAreas Aml!mlment Ace of 19邸）

南アフリカの全七地を1勺人、アフリカ人， ut!（11人の 3

地域に分し••r，各地域に属する人種相互II\)の土地Im·i，屈
仕， l消取；Iなどを禁じた法律。
(5) I原住民（都市）修正法（応tiv邸 {UrbanAreas) 

Amemlment Act of 1955) 

都市(/)アフリカ人は同一•建物lJ、ji..:.5 人以上住むことを

梨じ，また，アフリカ人女子手伝いが，許可なしに子供

とIi,1｝怜することを禁じた。

これら一•述の立法拮i在の結果，と•(/）ような事娘が生じ

たかを以下，具（本例として見てみよう。

1956年の集目l}）Illサi多正法の結果，ヨハネスプルグで

は，移動を徊t~lill されたのは， l~I人がごく少数であるのに

対し， インド人9000人、中国人7l){)人，ヶーフヘ・カラー

ド75()()人，マレ一人2000人となっている。

また，バス法の結果として， 1945年，グーパンのダン

ロッブエ扮でなされた臥＇i究によると，；とこに慟くアゾリ

カ人労慟：行は， 1四3年の原住民（御Ii)法によってダ・・

パン,Iii)、Jで0)居住を制限されたため，労慟．一行(J)38％はヽ I

~JOマイル， 8 %は10マイル以上離れた所からiifiい，通

勤方法としては， 216人~1J, 93人が歩いて (;e(J＞ぅ •t,, 8 

人は4マイル以上も離れた所から）通っている。徒歩通

勤若の通勤ll!j:|｝りについては， 58％が30分以内， 40％が3（）

分から 1時IH]，パス利用者については 1.5%だけが10分

以内で， 10人のうち7人までは30分から 1時lh1かかって

いるu 交通代に快lLては， 156人調在した結果， i！：4平均

2シリング11ペンス。そのうら， 79％は週2~3シリ・ン

グ。 15％は4シリング以．1-:c 5 %は 5シリング以上を払

っ，（いる。

以上のほかにも，いくつかの具体例があげられている

が，いずれの場合も，都市化という現象によって．都市

に流入したアフリカ人労枡かどの生活条件は極疲にひと『い

も9)となっている。

第5箪労傲と産業上の人種差別

法律上，行政上の人種•；予滉lJ政策が，人口移動，労拗0)

生煕性，効率に与える影特は以下の淡i邸・こよって規定さ

れる。

（イ） 熱純労拗力の不足，および， 1•国外から熟純労｛り力}J

・セ沿入する必要性。

（口） 原(.EL¥；―イ＜然糾労栃力が数ばなこと，；および，安い

移動労檄力に甚づく生餃(/)労H闘峰流））j法(I)採JTIと移勅

労拗1」0)罹実な供給の必炭。

tう ヨーロッバ人社会のIBJでは，労儀と託‘常の利沓が
いつも一致し ••C おり． I原住民労廿UJ との競11•なさける必

淡があること。

に） 2！r（経即樅也を発股させる人t齢砂l！と土地il』浪紺l
）父が存在していること。

紺 り1-••人種労働組合の発l」もと拡大。

り 人序翻llに分料iiされた教佑即l此の存在。

以上の淡囚を押娘として，以下の4項は検討されなけ

ればならない。

(1) Job Reservation 

Job Rc:.;crvatiou ~ま，人独によってKii) ／i 栽会を人為的

に佃II駁する放りll政策である。これは，労慟の地狸（f)，戦

渫l'飢移動に影特するばかりでなく，労慟市I易での労倣；ぉ

よびi|ii行コストなり1き」→．げる傾I;I]をもつ。 ifiアフリカに

おいては，たとえば， l956年の旅菜湖弛法 (Indu~trial

Conciliation Act) によって，国内のl~I人労拗者を依護

し， 1926年の鉱lllおよび労燒修il準 (Min邸 andWorks 

Amcndmcnl Acl)は，アフリカ人を直淡な．9 •Jば滋純(1り

地位から排除した。

..:.のような li1人のため0)労悌政策(•ま，起源的には， 19

II)：紀の “!’oorWhile Problem"と1930年代の不況に求め

られる。 1924年(/)~I人貨金政策 (Civilized wage policy) 

によって，公共i'：i)|"lはほとんどに1人労慟 ・9者に占められた。

(2) 労慟移炒J

アフリカ人の労拗移動には．一こつの流れがある。一つは

国内におけるもの，もう一つは困外の近開地域から，ょ

りよいit金と労慟条件を求めて移勁する現象である。 rti
アフリカでは， これらの都iIi流入労1fり名な， より1公範な

経済分野で使うために，いろいるな立法が設けられてい

る。たとえば1957年の北団別屈法（前述）や1952年の原

住民法 (ilii述）がある。•立た，バス1叫］殷は，アフリカ人

(/）地方における臭染を安定化するために設けれたと言わ

れるが， ‘•JI：尖ば，低貨金労侃）J の確保(})ためであること

はりjらかである。

一方，国外からの流入は，主に，モザンt-:.'-・ク，イギ

リス科等弁務宜領，ニアサランドからである（第9表参

・照）。

サディ←—教授 (Prof. J. L. Sadie)は「Ifiアフリカの900

万人のアブリカ人のうち， 70万は外国生まれであり，そ
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第9表新規移住労倣）） （1958年）

1. 1 1 りIJ j新規移住！ l!t ti: 
・・・・ー•一 ..．..．..． 

バス 1、ラン，： i 29,482 ! 22,431 
ペチュアナラソド 1 1(）,797 | 4,840 
スリジランド '6,413I l，図3
モザンピ -ク |74,148; 3,798 
令~ •:1:: J也 JJ~ (ニアサージン'lヽ'fl/J,)i 61,413 : 

．． 

a1・ 
l ; 
181,911. 32,7]2 

I 

(Ill所） ¥Vitwatc1・srandNn1ivc Lahcmr Association, 

19邸． RcJ>ort.

0) 3分の2は一Ii炉的な移民である0 したがって． Itiアフ

リカの労佛者の20％は国外労｛釦Jにたよっている」と述

ペている。

(3) 労懺組合と11,llli↓」削性

労拗糾合に対する人種羞｝｝lltょ，以下の 3、点に要約され

よう。

(U) ヨー nッパ人(/J糾合が合法であるのに対し，非ヨ

ーロッパ人の組合は火際上は11；合法である。 （カラー 1:

は一応1認められている）。

(b) 阿ー企深内に2~3()）iii一人種組合な作ること。

(c) ゴー 1―1ッパ人に対しては比校l＇トJ早<,組合結成(/)

巫要さを認．めた結果，アフリカ人をLめl.llすような Job

R~ervation が起こったこと。

具体（りにはitiアフリカにおいて， 1953年叫点住民労拗

法(NativeLal)0ur Act)によって，アフリカ人の組合粘

成を，名f土上は認めたが，ストライキは禁じた。さらに，

アフリカ人労渤．者代表と府本家側との，直接交渉は不可

能になっている。また， 1956年の産業調幣法 (Industrial

Conciliation Act)に，従米の多人種の組合を，人種9}ll0)

組合に分裂させた。

(.;) 1[(金井<

第2常でも述ぺたごとく，ョーロッパ人とj|；ョーロッ

パ人との貨金格弟は非常に大きい。 ifiアフリカでは，金

鉱山におけるヨーロッパ人の賃金は，非ヨーロッバ人の

約9倍であり，民間製造業においても，非ヨーロッパ人

(}）貨金は， ヨーロッパ人の約20％程庶である。

第10表 金9砂汎珈むの平均i'I'（金（年あたり）

|•--i羞•4[iシ五~-· 1 ・ ・-{函祠贔・ノド）

ヨーロッパ人！ 383 , 1057 

非ヨ•ーロッパ人 47 : 116 
---”・ー・::・・ ・・ ・・・—•I ● ••......... --・一ー・• •一•一• • -―-l _ -• -- ----- -
(IHJ所） Stateof Union Yearbook for SotヽthAJ,・iciz, 

1959-60. 
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第 11 表淡沿架().し l;;1) ，')j• （約者 (/)it 金 (195~)年）

ポ ソ I: 

l 
ヨーロッパ人； 8 8 3 

アフリカ人 （バ・ノツー） ・ 1 6 5 

(Ill所） t1310表にliilじ。

第6掌教育と職業指森

枚ffにおける人f阪認ljは，以―凡’)ような特仮` なもって

いる。

(1) b＼はなった教脊11~JJ災 d)f釦＇I：一建物，教IMi(}）|£りllfこ

けでなく，教育I}、J容をも含めて。

(2} l:1人子弟に対する強制また（‘ょ印I.I教fi。

(:~) ヨーロッバ人教ffに対して，焦人に対し-（よりも

1 人当たりの政J（和如 Liが(,~j いこと。

(.J) ヨーロッ・バ人にとっては，初等・中等教村におし‘

”Ci没iiiid)よいことe

(5) ヨーロッバ人にとってLt., i~●：j 等教： fl,を受ける機会

(/）大きいこと。

itjアフリカでは， 1953年())パンツー教材法 (Bantu

恥lucationAct) によって，初•^~. 11.1等教育行政が，地方

政｝（f より述邦政府())パンツー教脊局に移旗された。•よに

．／フリカ人の教村は強暉lではないが， ョーじッパ人は，

7淑から16歳まで義務教脊であり，就学率は， 1950年(/)

濶が．によると， 7歳～15歳まで0)うち，白人が99%，趾

l(1人，アジアが80%，アフリカ人が37％という半を示し

-（いら南アフリカの人種別の）沈学状況は第12表のごと

くである。

第l2表人tr!｝｝ll枕学!I準孜
・-・・・ ·--•· ・-----・  ・ヽ

| 社1 人 Iカラー l:Iアジア人Iパンツー
. ;·...一．．．．．ー・•. .....•一ー·· • ー・ーー・·—-- •.........一・99, ••…•·--·· 
初~~I 4,is,001 i邸3,477| 91,115 i 1,0.56,457 
＇し1 等 172,197i 21,788 i 10,046 I 34,141 
取業学校 18,003, 1,109| 255 6,720 
師範 4,943! 1,631 1 384 j 5,743 
大学 27,336 501 | 996 i l,460 
その他9 13,883, 224 1 107 
..... [●● ● ● • --•一•一•一•ー·•一

3|• 681, 369 | 258,735!....．i02,99.0.3 |i,104,5以
9 - -•ーし一 9●- - - ． 

（出所） International Yearbook of Education, Vol. 

XXI, 1959. 

悩等教脊については，従米， 1Hアフリカにある 9大学

のうち， Witwatersrand,Cape Town, Natal, Fort Hare 

の4大学は国．し共学を許されていたが， 1959年の大学教

有法(UniversityEducation Act)によって，共学は禁止



」●9 9 , ＿●↓--—↓「..『9 n•'”‘• ヽ膚9』......●●●●’‘‘“‘‘`9••-------”'‘‘‘盲””---―ーーJヽ 貸 料ヤク-~‘”~・-・-・

され，新たに，三つの大学が設立された。

また，識業指浮に関してほ，農業学校．工某学1交があ

り，そこでは却こ，アフリカ人に対し，・:{jエ，大工，鉛

管工，機拡T.，反革戦人としての技術を指祁している。

第73:i 国民所得の配分と坪1カII

このf,'i:(/）！:lilりは，人種迩別政策がなされている111にお

いて，視在，匝i民所得(})fi」分がどのようになされ，祖た

生殺は上外しているかどうかな見ることによって， liil接

1こ弟別政策の結果をうかがおうとするものであるu

まず，これらの国においての一般的特徴ば，国民所得

雌じ分が，人種的に不：平・等なことである。第 5箪；でも述

べたごとく， i炉＇フリカにおいては， l切1人初．し＼人切玲

の比半が． 9KI1嘲州で15:・1,民間製造染で 5: 1とい

う不均衡・な示し， さらに，人屯脳llにみた 1人当たりの固

民所得をみると，第1:1表のようになる。

(1邸`i．： 11)0万ポン 1•')
• |.....,.........—· • • • 

: 1951 | 1955 | 1961 
公共 fl li'i i 13.2° 15.7i 21.2 
年金， ti: 公福．f!I:I 14.8l'1:1.21 :~7.2 
§Ii 便．‘,じ報，祉話， 13.6| 19.5| 30.7 
防術 'rt 9.0| 19.4 21.8 
地ゾj ~i・政 J11i llJJ {G'. 25.51 40. 71 65.8 
~} t~ • tc, s Al 12. o: 18. 1 
点．梁 '18.4| 23.4l 26.9 

他 1 7.4, 9.o: 13.6 
原住民l:i]}迅（パンツ・・牧ffを含む） 9.J: U.9: 17.8 
教 ff，科学 4.2'7.o u.7 
:l•• •水 •Ji 裳 '4.1| 6.7 9.3 
その他：町．8! 54.41 45.9 

I 
; i i• 

• I .．．．．．．I・・ー ・・ー・ 1 .. 
! 155.5: 248.91 3以）．l
, l..  | -

(II¥;所） Slalc of llm u9lion Y切 rbookf09• Souill 
Africa 19<il, Johmm心burg,l！応l.

第l4表 政府淑！l',

第13表 ｝讚グ！レーソ加J1 人あたり r/)l!4l~l郷）•

(ili位：スクーリング・ボソド）

年
お
一
人
ラ
ア
カ
ジ
び
ア
よ
ド
人力リフ．

 

r
/
 
，
 

ヨー P ッ

｛バ人

1Hアフリカ ll959i 4~5 l 39 1 
.........疇'.一• ----．．  

(ll1i9t) Yearboolt oI N(Jti091nJ AaotヽnfsSflllistics、

l!JGO. State of the Union Ycarbooll for South 

AIric｛ヽ 195!)•196'0.

5 4 

このような国民所得の不均衡な化分(i.，能某上の人種

必別や，土地の差別政媒教脊や技術；illi錬の分野におけ

る人的投究の11開限によっ―c,アフリカ人の生並的役割を
ll~l浪し，；との結栄，低所得をもたらしている。その他，

硲い毀用のかかる熱練労f秒者の受け入れ，外国企業によ

る利洞の国外流Ill，課税政策や政府歳tli：こ関する人種必

jjlj(jり財政政策の影密もある。

また，政府は，所得の再配分に際しても，江（要な役割

をもつ。たとえば，南アフリカでは，人種差別政策を遂

行していく際，国の内外の治安を維持するために，防術，

笞察骰のようなものは年々増加の頼lri/にある（第14表参

照）。

また， 4嘩）Jに関しては，而アフリカではたしかに上

外している。 1950~59年の国内総生旅の成長率は5％で

あり，これは同期間，打の低開発国の成長率の中でも第

8位を占めている。南アフリカの場合，経済成艮には，

1次産品，鉱産物の節f.l！が大きな割合を占めるが，それ

と hilll炉に，国外：ts よび国 li、JI{,ji•げ）禎辿）JII工菜の役割も大

きい。？l:た． 195(）年代の終わり， l竹アフ・リカ述邦が南ア

フリカ共和l9,ilに移行する())に1対述して，・・1Wアフリカn'ij111i11 

のボ、(:.,．ットや． ltiアフリカにある外困民柑l代本(/'JiJIき

上げによって椛祈け打撃を受けた。さらに， IJ~I'、ji'|iJi)0)

間題があるuir1アフリカのl:i.i-1内iii場はオーストリアより

も小さいといi)れるが，これを拡大するためにも， 1郎1

年から 5 年間に， Ji:LI 人の貨金を10％上げようという ill•

両がなされている().J北在． i・fiア・Jリカ政府は，異なった

人種Itl0) 炒Il 々の発展—•iVi アフリカ l.月 |9、」に「パンツース

タウン (BantusTown)」を建設すること—を考えてい

るが，これなどは，経済発展のために必要な工棠立地

な，経済的要因からではなく，人種弟別の要囚から決定

している。このことは，人種IHl(/）均衡のとれた経済発）展

とは，ぜんぜん逆の方l；りをたどっていることになる。

第8埓i 結 論

紋後に，以上述べてきたことから，人種染別政液が，

J切紺のとれた経済発屎にどのような影秤を及しているか

なてよとめてみると，ほぽつぎ(/)ようなことになるう。

(l) 教育，戦業；附II綽， K研J,貨金などにおけける人種

必別の結果，人的賓源を，十分かつ効果的に使えないこ

とc

(2) 戦菜§砂・が，人種l]りに制限された労励糾合政策や

Job Reservationによって自人に有利なように人為的に

排除されている経済部l"iでは， インフレ的な賃金を支払

うことによる生施コストの上昇， ‘tl,f要と供給())関係が正

常に慟かないこと。地方の労励）Jを；Ull錬指導することが

7う
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なおざりにされている一・方，熟練労枡切JI})愉入にたよっ

ていること。

(3) 人1:i過刹な疲晩した地域につい＿C,:l.:地狩源や，

；との過剰人nをうまく利用していないこと。一方．未IHI

拓な土地がそのまま放1荏され，白人のためにリザープさ

れていること。逆に，アフリカ人のために，土地の権利

が過腹に保設されているため， ~I；アフリカ人の民問狩木

の流入を阻Jlrkし，適当な政府統11i1(Jジドで．非アフリカ人

による？t源の経済l'l別胤発を！llll:していること。

(4) 労拇力の地JlJ!（内移動に甚づく労働政策によって，

移勅．・ボ熱錬． J|咳炉怜的な労I蒻力をik統化している：：

と。

(r,) 二．前経済を永鋭化させるような人種(1りに分離した

経済発股。すなわち，アフリカ人は主に生存経祈，ョー

ビッパ人は主に貨幣経済であるような非統合経済。

(6) 1涌t(/）レベJいこ甚づく，財敵所布，信用政筑， iii

湯機能に1具1する効果が，人種釦jli政策で11illi荻されるこ

と。

(7) 如JIj政採の実施管月I¥に必要な鉛原り）浪'lt。

{8) 晃たった人種問の所得格並の大きいこと。

その結果として生活水Kii(J）大きな述い。

‘(9) アフリカ人の開即）が小さいことから生ずる狭い

岡村市場，それは，人種卸1}政策と鈷びついて，国民所

得の不平等なnし分となる。
（アジア経済研究I所；淵在研究部第（｝訊屈総｛． 林 兄史）
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